
けんせつ小町が推進
KUMAGAI STAR PROJECT

効果
(広がり・変化・影響等)

◆現在、2校目を建設中（⑦⑧）
・2016年6月、第一弾のタウングー市ティライン小中学校が竣工。当社
現場近くに住む334名の子供が中学校を卒業できる環境になった。
2017年12月、第二弾のヤンゴン市テピュチャウン小中学校着工。
◆社員のCSR意識向上に貢献、営業活動にも効果
・クマスタを通じて、社員のCSR活動への意識が向上。
・第二弾は、クマスタに関心を持つ顧客も参加した取り組みに発展。
◆アワード受賞（⑨）
・2017年3月、NPOと企業の協働により社会に大きなインパクトを与えた
特色ある社会貢献事業を称える第12回日本パートナーシップ大賞に
おいてグローバルスマイル賞を受賞。
◆「くま所長」が2017年4月、当社マスコットキャラクターに就任（⑩）

第３回（平成29年度）　日建連　けんせつ小町活躍推進表彰　受賞内容

部署名 建築事業本部

会社名 株式会社熊谷組

活動の概要
(100字以内)

けんせつ小町が発起人となり、海外での社会貢献活動としてNPO法人と協働し、当社のミャンマー施工現場周辺地域にある小中学校の校舎
建設を行うKUMAGAI STAR PROJECT（通称クマスタ）を推進
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背景・目的

◆けんせつ小町が会社に提案（①）
・建築事業本部ソリューション推進部の星野恵美G副部長は、発展途
上国で学校建設をしたいという学生時代から温めてきた思いがあった。
2015年、当社は、ミャンマーで日本政府の無償援助工事「タウングー
教員養成大学工事」を受注。一方、ミャンマーでは教室不足により義務
教育を終えられない子供たちがいる事を知り、これを機に社会貢献活
動として、当社現場周辺地域で校舎建設を行う事を提案した。
◆目的
・クマスタを通じてワクワク感を社員が共有し組織力アップにつなげる。
・ESGの視点を取り入れた経営方針の一環として社内外にアピール。
・１現場１クマスタを合言葉に、継続的な社会貢献をめざす。

関連する写真等を貼付

主な内容
(具体例等)

◆ミャンマーでは初めての仕組み（②③④）
・通常、NPOが行う学校調査を民間企業である当社が行う。ミャンマー
での活動歴が長いNPO法人BAJが建設を担当。BAJは地元の手に職
がない若者を雇用、若者はBAJエンジニアの元で技術を身に付けなが
ら建設。BAJエンジニアへは当社の現場で技術交流を行う機会を提
供。これらはミャンマーで初めてのしくみ。（※在ミャンマー日本大使館による）
◆クマスタ係を全支店に配置（⑤⑥）
・全支店で取組内容の説明会を開くと共に、クマスタ係を募集し、7名
を任命。全社的に活動の輪を広げている。
・活動を随時、社内イントラネットで紹介。社外用リーフレットも作成。
◆クマスタ大使「くま所長」を任命し社内外にクマスタ活動をPR。

優
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活動主体の名称(30字以内)

⑤クマスタ係とのTV会議

⑥第二弾お知らせリーフレット

②当社が現場周辺の学校を調査 ③BAJエンジニアが当社現場と技術交流

⑩社員にもお客様にも大人気！

クマスタ大使「くま所長」が

当社マスコットキャラクターに就任

⑨第１２回日本パートナーシ ップ大賞において

「グローバルスマイル賞」を受賞

④クマスタ現場作業員と共にセーフティーファースト！

⑦クマスタ第一弾「ティライン小中学校」

⑧笑顔のティライン小中学校の先生と生徒達

①星野G副部長


